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2022年度特集記事

再考し、 アウトプットはなるべく対面で行うように再設計するつもりです。

個人的には、 授業内容をしつかりと自分で理解できる学生は必ずしも授業に出席する必要はない（その時間は他のことに

使ってほしい）という思いがあり、私の担当科目のいくつかは、 出席は一切取らずに期末試験あるいは演習課題一発勝負で

譴を付けていますが、 反転させる場合には、原則として出席してもらうようにし、 基ね的には習熟度の低い学生を底上げ

する機会としつつも、 習熟度の高い学生が暇にならないように1つレベルが上の演習を課すなどして、 モチベーションを引

き上げる工夫が必要だなと感じます。

ー 反転学習をする上でおすすめのツールがあれば教えてください。

コロナ渦で始めた試みとしては、 notion と呼ばれるサー ビスを使った web レジュメや、 演習時に

m加と呼ばれるオンラインホワイトボードを使い、 学生の反応に合わせて臨掏芯変にレジュメを更新

したり、 学生の課題の進捗情報をオンラインホワイトボードで互いに可視化することなどがあります

（下図参照）。 後者は学生の習熟度をリアルタイムに確認できるので演習で学生の席を回る際に声掛け

がしやすくなりました。 また、 いずれもアカデミック版がフリーという点は魅力的です。

ー 将来的にはどのような講義をしていきたいですか。 膚 miro

手書きの計算から、 デジタル技術による数値シミュレーション等を取り入れた講義に少しずつ置き換えをしていきたいと

思っております。昨年度から学科推奨PC仕様を統一して提示したことは非常に良かったと思っています。 教授会でも、 中

期計画において数理、 デジタル、AI人材育成に向けたカリキュラム見直しという話が出てきていたと思いますが、 ノ ート

PC を持参してくるのが当たり前という前提で、座学とプログラミングを反復する（そして例えば前者はオンデマンドでイ

ンプット、 後者は対面演習）ような講義にアップデートできればと考え、次のカリキュラム改変へ向けて同じ講座の城戸先

生や保木先生と議論を始めたところです。 ただ、殆どの教室にはコンセントがほとんどないためPCの充電ができないとい

うハード面の問題や、ネットワークセキュリティの問穎仇ww孤屈技術を駆使した講義を展開するためにはゲームエンジ

ンが必須であるが、 学内のネットワークからはアクセスできない出策になっている）や、PC持参を必須としてよいかどう

かという経済的な問題などがあり、 移行はすぐには難しいと感じています。今、 日本建築学会の「デジタル ・ グローバル建

疇育研究の郡麟備に関する特別調査委員会」という委員会の幹事を務めており、 同様の議論を他大学の先生方と交わし

ているところです。そこでの議論も踏まえつつ、次回のカリキュラム改変に向けて少しずつ意見出しをしていきたいなと考

えております。（了）
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